
　

日
本
企
業
の
進
出
数
が
中
国
に
次

い
で
多
い
タ
イ
。
大
手
メ
ー
カ
ー
は

出
尽
く
し
た
感
が
あ
る
も
の
の
、
こ

こ
数
年
は
サ
ー
ビ
ス
業
や
中
小
企
業

を
中
心
に
進
出
が
増
え
て
き
た
。
二

〇
一
一
年
二
月
の
時
点
で
約
七
〇
〇

〇
社
（
盤バ
ン

谷コ
ク

日
本
人
商
工
会
議
所
会

員
数
一
三
二
七
社
）
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
ご
存
知
の
と
お

り
、
昨
年
起
こ
っ
た
大
洪
水
に
よ
っ

て
タ
イ
北
部
の
チ
ェ
ン
マ
イ
か
ら
中

部
の
バ
ン
コ
ク
ま
で
六
〇
〇
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
が
浸
水
、
二
三
〇
万
人

以
上
が
被
災
。
被
害
総
額
は
、
日
本

円
に
し
て
約
四
〇
〇
〇
億
円
と
推
算

さ
れ
、
日
本
企
業
も
約
四
六
〇
社
が

直
接
浸
水
の
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
。

年
末
年
始
に
は
再
び
の
豪
雨
に
よ

り
、
南
部
を
中
心
に
四
七
万
人
が
被

災
し
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
進
出
を
考
え
る
際
、
カ
ン

ト
リ
ー
リ
ス
ク
の
一
つ
と
し
て
災
害

の
可
能
性
を
調
査
す
る
こ
と
は
必
須

だ
が
、
今
回
の
大
洪
水
は
、
タ
イ
本

国
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
進
出
を

検
討
す
る
企
業
に
も
様
々
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
は〈
特

別
編
〉
と
し
、
タ
イ
の
洪
水
に
お
け

る
日
系
企
業
の
被
害
状
況
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｃ
タ
イ

社
長
の
勝
田
博
明
か
ら
の
緊
急
レ
ポ

ー
ト
を
も
と
に
紹
介
し
よ
う
。

洪
水
の
規
模
拡
大
は

な
ぜ
、起
こ
っ
た
の
か

　

今
回
の
洪
水
は
、
ど
の
よ
う
な
経

緯
か
ら
起
こ
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は

三
つ
の
決
定
的
な
要
因
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
タ
イ
の
「
気
候
」
だ
。
バ

ン
コ
ク
の
年
間
平
均
気
温（
〇
八
年
）

は
二
八
・
六
度
、
湿
度
は
七
二
％
。

高
温
多
湿
の
熱
帯
モ
ン
ス
ー
ン
気
候

で
、
一
年
中
、
日
本
の
真
夏
の
よ
う

な
蒸
し
暑
さ
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
年
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
は

あ
る
が
、
タ
イ
の
季
節
は
基
本
的
に

大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
、
一
一
月
〜

二
月
が
乾
季
、三
月
〜
六
月
が
暑
季
、

七
月
〜
一
〇
月
が
雨
季
と
な
る
。
タ

イ
南
部
は
雨
季
の
降
雨
量
が
多
か
っ

た
り
、
北
部
や
東
北
部
は
乾
季
の
気

温
が
低
い
な
ど
地
域
差
は
あ
っ
て

も
、
季
節
の
パ
タ
ー
ン
自
体
は
共
通

し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
東
京
な
ら
冬
で
も
時

折
雨
が
降
る
が
、
同
じ
時
期
、
乾
季

の
バ
ン
コ
ク
で
は
ほ
と
ん
ど
降
ら
な

い
。
反
対
に
、
雨
季
は
一
〜
二
時
間

の
ス
コ
ー
ル
も
含
め
、
毎
日
雨
ば
か

り
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
い
つ
に
も
増

し
て
昨
夏
は
よ
く
降
っ
た
。
世
界
の

各
地
で
異
常
気
象
が
起
き
て
い
る

が
、
タ
イ
で
も
〝
五
〇
年
に
一
度
〞

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
雨
量
で
、
洪
水

▼バンコク市内も浸水し、社員の出社が
困難になって、オフィス機能を一時的に
移設する企業もあった

▲バンコク中心部から車で30分以内の
地域にまで水が迫り、入居していたビル
が浸水した企業も続発
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の
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
チ
ャ
オ
プ
ラ

ヤ
ー
川
の
流
域
で
は
、
例
年
の
一
・

四
〜
一
・
八
倍
を
記
録
し
た
。

　

二
つ
め
は
「
地
形
」
で
あ
る
。
タ

イ
の
南
北
に
流
れ
る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ

ー
川
は
全
長
三
七
二
キ
ロ
、
流
域
面

積
一
六
万
平
方
キ
ロ
の
巨
大
河
川
な

が
ら
、
河
口
ま
で
の
高
低
差
は
二
五

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
な
い
。
ほ
ぼ
同

じ
全
長
の
日
本
の
信
濃
川
（
三
六
七

キ
ロ
）
の
流
域
面
積
が
一
万
一
九
〇

〇
平
方
キ
ロ
で
高
低
差
が
二
四
七
五

メ
ー
ト
ル
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

タ
イ
の
緩
や
か
な
地
形
が
洪
水
を
長

引
か
せ
た
と
い
う
こ
と
は
明
白
だ
。

　

そ
し
て
三
つ
め
は
「
治
水
管
理
」。

そ
も
そ
も
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川
上
流

域
に
あ
る
ダ
ム
は
治
水
用
で
は
な

く
、
灌か
ん

漑が
い

と
水
力
発
電
の
た
め
に
造

ら
れ
た
。
乾
季
に
入
る
前
に
水
を
最

大
限
蓄
え
て
お
き
、
二
期
作
、
三
期

作
を
行
な
う
農
地
に
対
し
て
農
業
用

水
と
し
て
供
給
す
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
た
め
、
災
害
前
も
水
を
目
一
杯

貯
め
込
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

へ
想
定
外
の
降
雨
が
あ
っ
た
。
ダ
ム

が
満
杯
に
な
れ
ば
、
当
然
そ
の
ま
ま

放
出
す
る
し
か
な
く
、
治
水
の
機
能

は
果
た
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
首
都

バ
ン
コ
ク
の
安
全
は
、
上
流
域
の
ダ

ム
で
治
水
管
理
を
す
る
の
で
は
な

く
、
中
流
域
の
氾
濫
を
許
容
し
た
う

え
で
担
保
さ
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い

る
の
だ
。
タ
イ
中
部
の
ア
ユ
タ
ヤ
県

と
そ
の
隣
県
は
ま
さ
に
そ
の
中
流
域

に
あ
た
り
、
工
業
団
地
が
密
集
す
る

エ
リ
ア
で
も
あ
っ
た
た
め
、
今
回
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

日
系
企
業
の
被
害
状
況
と

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
影
響

　

実
は
、
治
水
管
理
の
問
題
は
い
ま

に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
中
流

域
で
の
一
般
住
宅
の
床
上
浸
水
等
は

一
昨
年
も
発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
以

前
に
も
専
門
家
に
よ
っ
て
何
度
と
な

く
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
お
り
、
日
本

か
ら
も
九
九
年
に
タ
イ
政
府
に
治
水

計
画
案
が
出
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、

当
時
の
政
府
は
政
権
闘
争
に
明
け
暮

れ
、
計
画
は
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
し

ま
っ
た
た
め
、
と
り
わ
け
都
市
部
の

世
論
で
は「
今
回
の
洪
水
は
人
災
だ
」

と
い
う
認
識
が
強
い
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
も
未い
ま

だ
終
息

し
て
い
な
い
今
回
の
洪
水
災
害
だ

が
、
日
系
企
業
の
被
害
と
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
影
響
と
い
う
面
で
は
、
エ
リ
ア

に
よ
っ
て
状
況
が
分
か
れ
る
。

①
ア
ユ
タ
ヤ
県
・
パ
ト
ゥ
ン
タ
ニ
県

　（
バ
ン
コ
ク
北
部
）

　

最
も
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

タ
ー
ジ
ー
ン
川

バー

ン
バ
ゴ
ン
川

タイ湾
マハーチャイ湾

バンコク

❶企業数（うち日系） 
❷工場数
❸浸水日 
❹排水日（排水完了日）
※（e）は見込み

企業数…804社（うち日系449社）
工場数…583工場
※工場数は2011年10月末現在

バンチャン工業団地

アマタナコーン工業団地

バンブー工業団地

ハーンブリー工業団地

ラートグラバン工業団地

バンカディ工業団地

ナワナコーン工業団地

バンバイン工業団地

ハイテック工業団地

サハ・ラタナナコン工業団地

ロジャナ工業団地

ファクトリーランド工業団地

ドンムアン空港

スワンナブーム
国際空港

❶287社（72社）

❶120社（50社）

❶283社（49社）

❶83社（20社）

❶93社（7社） ❷48工場　
❸10/15 ❹11/n.a.（11/16）

❶218社（147社） ❷131工場　
❸10/09 ❹11/07（11/28）

❶42社（35社） ❷45工場
❸10/04 ❹11/30（12/04）

❶143社（100社） ❷100工場
❸10/13 ❹11/08（11/25）

❶84社（30社） ❷71工場
❸10/14 ❹11/08（11/17）

❶190社（104社） ❷152工場
❸10/17 ❹11/18（12/10e※）

❶34社（28社） ❷36工場
❸10/20 ❹11/25（12/04）

チ
ャ

オプラ
ヤ
ー
川

洪水発生地域

浸水７工業団地合計

図表■浸水の発生した工業団地と企業数 JETRO調べ
2011/12/07
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

工
場
や
事
務
所
が
浸
水
し
て
し
ま
っ

た
企
業
で
あ
る
。
と
く
に
バ
ン
コ
ク

北
部
に
位
置
す
る
ア
ユ
タ
ヤ
県
や
パ

ト
ゥ
ン
タ
ニ
県
に
あ
る
工
業
団
地
で

は
海
抜
の
低
い
と
こ
ろ
か
ら
次
々
と

浸
水
し
、「
防
水
壁
が
あ
る
か
ら
大

丈
夫
」
と
言
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
ま

で
浸
水
し
て
し
ま
っ
た
。

　

車
で
数
十
分
前
後
の
距
離
に
あ
る

工
業
団
地
同
士
で
も
浸
水
の
タ
イ
ミ

ン
グ
は
数
日
異
な
っ
た
も
の
の
、
い

っ
た
ん
浸
水
す
れ
ば
、
あ
と
は
水
か

さ
が
増
す
一
方
で
打
つ
手
が
な
い
の

は
同
じ
だ
っ
た
。
工
業
団
地
の
入
口

自
体
が
閉
鎖
さ
れ
、
各
企
業
は
自
社

の
工
場
や
社
屋
の
状
況
を
知
る
こ
と

さ
え
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
浸
水
の
様
子
は
、
日
本
の

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
詳
細
に
伝
え
ら

れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
工
業
団
地
以

外
に
も
、
被
害
は
次
々
と
広
が
っ
て

い
っ
た
（
34
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）。

②
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
・

　
ラ
ヨ
ー
ン
県（
バ
ン
コ
ク
東
部
）

　

浸
水
は
し
て
い
な
い
が
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
影
響
が
出
た
た
め
に

操
業
を
や
む
な
く
停
止
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
企
業
も
あ
る
。た
と
え
ば
、

自
動
車
完
成
車
メ
ー
カ
ー
で
い
え

ば
、
直
接
浸
水
の
被
害
に
遭
っ
た
ホ

ン
ダ
以
外
は
す
べ
て
こ
れ
に
該
当
す

る
。
先
の
日
本
で
の
震
災
時
に
発
生

し
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
に

似
た
状
況
で
あ
る
。

　

と
く
に
バ
ン
コ
ク
の
東
側
に
位
置

し
、
日
系
企
業
が
多
く
工
場
を
構
え

る
サ
ム
ッ
ト
プ
ラ
カ
ー
ン
県
や
ラ
ヨ

ー
ン
県
で
は
直
接
浸
水
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
一
〇
月
中
旬
の
時
点
で
は

「
水
が
迫
っ
て
く
る
可
能
性
が
非
常

に
高
い
」
と
言
わ
れ
た
た
め
、
ど
こ

の
企
業
も
防
水
壁
や
土ど

嚢の
う

に
よ
る
防

水
堤
の
設
置
に
追
わ
れ
た
。
そ
こ
か

し
こ
に
洪
水
対
策
が
と
ら
れ
た
異
様

な
光
景
を
ニ
ュ
ー
ス
で
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

な
ん
と
か
洪
水
の
影
響
を
受
け
ず

に
生
産
・
営
業
活
動
が
続
け
ら
れ
た

企
業
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
企
業
で

も
、
消
費
の
落
ち
込
み
な
ど
に
起
因

す
る
売
上
減
の
影
響
を
受
け
て
い
る

ほ
か
、
工
場
や
社
屋
な
ど
の
浸
水
の

有
無
と
は
別
に
、
各
企
業
は
タ
イ
人

社
員
の
自
宅
の
浸
水
と
い
う
問
題
も

抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
人
駐
在
員
の
生
活
は

ど
う
な
っ
て
い
た
の
か

　

こ
の
よ
う
に
日
系
企
業
の
被
害
状

況
は
様
々
だ
が
、
い
ず
れ
に
も
共
通

し
た
の
が
、
日
本
人
駐
在
員
の
生
活

の
継
続
と
い
う
課
題
だ
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
バ
ン
コ
ク
中
心
部
か

ら
車
で
一
時
間
ほ
ど
の
距
離
に
あ
る

ス
ク
ン
ビ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
に
は
多
く

の
日
本
人
が
住
ん
で
い
る
が
、
当
初

は
そ
こ
ま
で
水
が
来
る
可
能
性
が
あ

る
と
報
道
さ
れ
た
た
め
、
日
本
人
学

校
は
臨
時
休
校
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど

の
企
業
は
家
族
を
一
時
帰
国
さ
せ
た

り
、
浸
水
の
危
険
が
な
い
東
部
の
シ

ラ
チ
ャ
ー
・
エ
リ
ア
な
ど
安
全
な
地

域
へ
の
避
難
措
置
を
と
っ
た
。
ス
ク

ン
ビ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
か
ら
日
本
人
の

女
性
と
子
供
が
消
え
た
と
言
わ
れ
る

ほ
ど
異
常
な
状
態
は
、
こ
の
後
、
一

か
月
ほ
ど
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

一
般
の
タ
イ
人
が
居
住
し
て
い
る

他
の
地
域
の
例
に
漏
れ
ず
、
ス
ク
ン

ビ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
で
も
一
〇
月
中
旬

に
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
飲
料
水

が
消
え
た
。
一
一
月
に
入
り
、
よ
う

や
く
フ
ィ
ジ
ー
産
や
マ
レ
ー
シ
ア
産

の
飲
料
水
が
時
々
入
荷
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
タ
イ
産
の
飲
料
水
が
買

え
る
状
態
に
戻
る
ま
で
さ
ら
に
一
か

月
を
要
し
た
。
食
品
の
中
に
は
突
然

入
荷
し
な
く
な
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、

一
斉
に
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
食
事
に
は
困
ら
な
か
っ
た
。

飲
食
店
も
一
部
の
大
型
チ
ェ
ー
ン
店

で
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
が
浸
水
し

て
長
期
の
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、
多
く
は
通
常

通
り
の
営
業
を
続
け
て
い
た
。

　

最
も
危
惧
さ
れ
た
の
は
、
水
道
水

と
電
気
の
イ
ン
フ
ラ
面
の
安
定
確
保

だ
っ
た
が
、
浄
水
場
が
浸
水
し
て
し

▲浸水した工業団地内の排水作業も進み、
12月に入り、ようやく完全にドライな状
況が回復された

▲浸水した工業団地では、白塗りの壁を見
れば、どこまで水が来たか一目瞭然である
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ま
っ
た
た
め
、
水
道
水
に
は
濁
り
や

悪
臭
が
発
生
し
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

る
だ
け
で
も
い
つ
も
と
は
違
う
に
お

い
に
悩
ま
さ
れ
た
。
幸
い
、
ス
ク
ン

ビ
ッ
ト
・
エ
リ
ア
で
停
電
は
起
こ
ら

な
か
っ
た
も
の
の
、
今
回
の
洪
水
に

よ
る
死
者
約
七
〇
〇
名
の
多
く
は
、

浸
水
し
て
い
る
電
源
コ
ン
セ
ン
ト

（
プ
ラ
グ
）
か
ら
の
漏
電
に
よ
る
感

電
死
、
も
し
く
は
感
電
を
き
っ
か
け

と
す
る
溺
死
だ
っ
た
と
い
う
。

　

結
局
、
日
本
人
が
多
く
住
む
地
域

で
の
浸
水
は
な
か
っ
た
が
、
各
ア
パ

ー
ト
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
門
や
玄

関
に
は
土
嚢
が
積
ま
れ
、
急
ご
し
ら

え
の
ブ
ロ
ッ
ク
製
の
防
水
壁
が
造
ら

れ
た
（
昨
年
末
時
点
で
も
土
嚢
は
残

っ
て
い
る
）。
こ
の
間
、
タ
イ
政
府

の
発
表
は
何
度
も
覆
く
つ
が
えさ
れ
、
内
部
で

の
見
解
の
相
違
な
ど
も
露
呈
し
た
。

現
地
の
情
報
は
錯さ
く

綜そ
う

し
、
現
状
報
告

と
安
全
サ
イ
ド
に
振
ら
れ
た
お
お
よ

そ
の
見
通
し
を
伝
え
ら
れ
る
の
が
精

一
杯
と
い
う
の
が
実
情
だ
っ
た
。

ア
ジ
ア
進
出
の
拠
点
タ
イ

日
系
企
業
の
今
後
は
…

　

一
二
月
、
タ
イ
市
内
に
あ
る
有
名

企
業
の
工
場
前
を
通
り
か
か
っ
た

際
、
相
当
高
価
で
あ
ろ
う
半
導
体
チ

ッ
プ
の
実
装
機
や
機
械
加
工
機
な
ど

が
、
無
残
に
も
工
場
屋
外
に
運
び
出

さ
れ
て
い
た
光
景
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。
被
災
し
た
日
本
製
の
工
作
機

械
は
一
万
台
に
上
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
、
二
〇
一
〇
年
に
お

け
る
日
本
の
工
作
機
械
の
年
間
生
産

台
数
の
一
割
強
に
当
た
る
。

　

で
は
、
タ
イ
の
日
系
企
業
は
、
今

後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章
男
社
長

は
早
々
と
現
地
を
訪
れ
、「
タ
イ
拠

点
を
拡
大
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
縮

小
す
る
こ
と
は
な
い
」と
明
言
し
た
。

今
回
の
洪
水
に
よ
り
、
タ
イ
国
外
へ

の
移
転
も
視
野
に
入
れ
た
経
営
戦
略

の
見
直
し
を
行
な
う
企
業
も
出
て
く

る
と
思
わ
れ
る
が
、
タ
イ
に
は
輸
送

機
器
や
電
気
・
電
子
機
器
の
圧
倒
的

な
裾
野
産
業
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

今
後
も
製
造
業
が
拠
点
を
構
え
る
に

は
非
常
に
優
位
な
環
境
に
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。

　

す
で
に
進
出
計
画
を
立
て
て
い
た

企
業
に
と
っ
て
は
、
洪
水
復
旧
を
優

先
せ
ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
現
地
の

人
手
不
足
に
よ
る
店
舗
建
設
な
ど
の

遅
延
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
点
は
否い
な

め
な
い

が
、
中
国
・
ア
セ
ア
ン
・
イ
ン
ド
の

地
理
的
中
心
地
に
位
置
す
る
こ
と
、

ア
セ
ア
ン
地
域
内
の
関
税
が
撤
廃
さ

れ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
て
も
、
タ
イ

へ
の
投
資
は
当
分
の
間
、
活
況
を
呈

す
る
は
ず
だ
。
こ
こ
に
拠
点
を
置
く

メ
リ
ッ
ト
は
、
や
は
り
大
き
い
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

月
並
み
だ
が
、
何
よ
り
重
要
な
の

は
、
浸
水
被
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
災
害
な
ど
リ
ス
ク
が
発
生
し
た

と
き
に
重
要
業
務
が
中
断
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
万
一
事
業
活
動

が
中
断
し
た
場
合
で
も
、
目
標
復
旧

時
間
内
に
重
要
な
機
能
を
再
開
さ

せ
、
業
務
中
断
に
伴
う
リ
ス
ク
を
最

低
限
に
す
る
た
め
、
平
時
か
ら
事
業

継
続
に
つ
い
て
戦
略
的
に
準
備
し
て

お
き
た
い
も
の
だ
。

▶タイの情報収集・
　コンタクト先
日本貿易振興機構JETRO
バンコク事務所
16th Fl. of Nantawan Bldg., 
161 Rajadamri Road, Bangkok 10330, 
THAILAND  
TEL：＋66-2-253-6441
（東京・総合案内 TEL：03-3582-5511）

タイ投資委員会（BOI） 
●東京事務局（タイ王国大使館 経済・投資部）
東京都港区赤坂2-11-3 福田ビルWest8階 
TEL：03-3582-1806　
FAX：03-3589-5176 
●大阪事務所（タイ王国総領事館）
大阪市中央区久太郎町1丁目9-16　
バンコク銀行ビル 
TEL：06-6262-9226、06-6262-9227　
FAX：06-6262-9228

JMACタイ
65/125,15Fl Chamnan Phenjati 
Business CenterRama 9 Road, 
Huaykwang Bangkok 10310, Thailand
TEL：+66-2-643-9428　
FAX：+66-2-643-9430
（東京TEL：03-3434-0982）

▼12月終盤、各企業の従業員たちは清
掃作業に追われている

▲工業団地内の銀行店舗。洪水から1か
月後の屋内は悪臭が立ち込め、災害の
爪痕が生々しく残っていた

�� ニュートップL.　2012.February.No.29

アジア進出成功MAP


